
第��号議案

貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を改正する条例

第�条 貸付金の返還債務の免除に関する条例（昭和��年島根県条例第��号）の

一部を次のように改正する。

第�条の表医学生地域医療奨学金の項中「期間。次号において同じ。）」の

次に「（疾病、負傷その他やむを得ない事由があるため指定医療機関において

医師の業務（医師法（昭和��年法律第�	�号）による臨床研修（以下「臨床研

修」という。）以外の研修を受けることを目的とするものを除く。以下この項

において同じ。）に従事することができなかった期間を除く。次号において同

じ。）」を加え、「（医師法（昭和��年法律第�	�号）による臨床研修（以下

「臨床研修」という。）以外の研修を受けることを目的とするものを除く。以

下この項において同じ。）」を削り、同表緊急医師確保対策枠奨学金の項中

「��年」の次に「（疾病、負傷その他やむを得ない事由があるため指定医療機

関において医師の業務（臨床研修以外の研修を受けることを目的とするものを

除く。以下この号において同じ。）に従事することができなかった期間を除

く。）」を加え、「（臨床研修以外の研修を受けることを目的とするものを除

く。）」を削る。

第�条 貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を次のように改正する。

第�条の表島根県獣医師修学資金の項免除の条件の欄第�号中「従事したと

き」の次に「（貸し付けた資金の月額が��万円以下である場合に限る。）」を

加え、同欄中第
号を第�号とし、同欄第�号中「前号」を「前�号」に改

め、同号を同欄第
号とし、同欄第�号の次に次の�号を加える。

� 大学の課程を修了した日の属する月の翌月の初日から�年を経過する日の

翌日までの間に、県の職員として獣医師の業務に就き、かつ、引き続いて貸

与期間の
分の�に相当する期間その業務に従事したとき（貸し付けた資金

の月額が��万円を超える場合に限る。）。

―�―



第�条の表医学生地域医療奨学金の項を次のように改める。

―�―

医学生地

域医療奨

学金

県内の医療機関の医

師の確保及び充実を

図るため、次に掲げ

る者で、将来県内の

医療機関のうち知事

が指定するもの（以

下「指定医療機関」

という。）において

医師の業務に従事し

ようとするものに対

して貸し付けた資金

� 学校教育法に

よる大学（自治

医科大学を除

く。以下この項

において「大

学」という。）

の医学を履修す

る課程に在学す

る者（�に掲げ

る者を除く。）

又は学校教育法

による大学院

（以下「大学

院」という。）

において医学に

� 大学の課程（鳥取大学

医学部に在学する者のう

ち島根県枠として入学し

た者が在学するものを除

く。）を修了した日の属

する月の翌月の初日から

貸与期間の�倍に相当す

る期間（貸与期間が、�

年未満の場合にあっては

�年、�年以上�年未満

の場合にあっては当該貸

与期間に�年を加えた期

間。次号及び第�号にお

いて同じ。）（疾病、負

傷その他やむを得ない事

由があるため指定医療機

関において医師の業務

（医師法（昭和��年法律

第���号）による臨床研

修（以下「臨床研修」と

いう。）以外の研修を受

けることを目的とするも

のを除く。以下この項に

おいて同じ。）に従事す

ることができなかった期

間（指定医療機関の長の

債務の全

部



―�―

関する専門知識

を修得しようと

する者

� 鳥取大学医学

部に在学する者

のうち島根県枠

として入学した

者

指示により指定医療機関

以外の医療機関において

医師の業務に従事する期

間その他の指定医療機関

の長の指示により指定医

療機関又は指定医療機関

のうち知事が定めるもの

（以下「特定地域医療機

関」という。）において

医師の業務に従事するこ

とができない期間（以下

この号において「指定医

療機関以外従事等期間」

という。）がある場合で

あって、指定医療機関以

外従事等期間があること

についてやむを得ない事

由があると知事が認めた

ときにおける当該指定医

療機関以外従事等期間を

含む。）を除く。次号及

び第�号において同

じ。）を経過する日まで

の間に、指定医療機関に

おいて、臨床研修を受

け、かつ、その期間を含

めて貸与期間の�分の�



―�―

に相当する期間医師の業

務に従事（特定地域医療

機関において貸与期間の

�分の�に相当する期間

以上医師の業務に従事し

た場合に限る。次号及び

第�号において同じ。）

したとき（貸与期間が�

年未満の場合は、指定医

療機関において�年�月

以上医師の業務に従事

（特定地域医療機関にお

いて�月以上医師の業務

に従事した場合に限

る。）したときに限る。

次号及び第�号において

同じ。）。

� 大学院の課程（大学院

入学前に臨床研修を修了

した者が在学するものを

除く。）を修了し、又は

その修業を中止した日の

属する月の翌月の初日か

ら貸与期間の�倍に相当

する期間を経過する日ま

での間に、指定医療機関

において、臨床研修を受



―�―

け、かつ、その期間を含

めて貸与期間の�分の�

に相当する期間医師の業

務に従事したとき。

� 大学院の課程（大学院

入学前に臨床研修を修了

した者が在学するものに

限る。）を修了し、又は

その修業を中止した日の

属する月の翌月の初日か

ら貸与期間の�倍に相当

する期間を経過する日ま

での間に、指定医療機関

において、貸与期間の�

分の�に相当する期間医

師の業務に従事したと

き。

� 大学の課程（鳥取大学

医学部に在学する者のう

ち島根県枠として入学し

た者が在学するものに限

る。）を修了した日の属

する月の翌月の初日から

��年（疾病、負傷その他

やむを得ない事由がある

ため指定医療機関におい

て医師の業務に従事する



附 則

（施行期日）

� この条例中第�条の規定は公布の日から、第�条及び次項の規定は平成��年

�月�日から施行する。

（経過措置）

� 第�条の規定の施行の日前に貸付けの決定を行った医学生地域医療奨学金に

―�―

ことができなかった期間

を除く。）を経過する日

までの間に、指定医療機

関において�年間医師の

業務に従事（特定地域医

療機関において	年以上

医師の業務に従事した場

合に限る。）したとき。


 前各号に規定する従事

期間中に、業務上の事由

により死亡したとき、又

は業務上の事由に起因す

る心身の故障のためその

業務に従事することがで

きなくなったと認められ

るとき。

� 災害、疾病その他やむ

を得ない事由により貸付

金を返還することが著し

く困難であると認められ

るとき。

債務の全

部又は一

部



ついては、なお従前の例による。

―�―


